
平成24年より始まった”歴まちサミット”は、今回で記念すべき10回目となり、俳聖・松尾
芭蕉生誕の地、伊賀流忍者発祥の地として知られる伊賀市にて開催。一般参加者、行政関係
者合わせて約170人が参加した。
また今回は、観光分野との連携を今後一層拡大していく観点から、観光行政を所管する中
部運輸局長も参加した。
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歴まち認定都市によるパネルディスカッション

テーマ１「歴史と文化を活かしたまちづくり」

テーマ２「歴史的資源を未来へ繋ぐ」

テーマ３「歴史まちづくりの新時代へ～さらなる魅力創出に向けて～」
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中部管内において歴史まちづ
くりに取り組む18の都市の首長
等が、３つのテーマに分かれ、
各々の取組を発表。
今回のサミットでは、俳聖・

松尾芭蕉の生誕380年の節目を記
念し、各首長には自らの都市の
歴史まちづくりについて、一句
披露していただいた。
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歴まちサミット開始～現在までの各都市の取組等を年表形式で展示歴まちサミット10回目記念展示


